
開催概要
■菊姫の蔵人 和田松夫氏による「酒造りのお話」（30 分程度）

■お酒とお料理のコース
お酒は『黒吟』『大吟醸』等、菊姫のお酒数種が供されます。
お酒によってワイングラス、骨董の猪口、武相荘牧山圭男作陶の器を
使い分け、器を変えて味わいを感じていただきます。（写真右はイメージです）
お料理は、この日のお酒にあわせた特別コースです。

■会場：武相荘レストラン／定員 20 名
■開催日時：2025 年 1 月25日 ( 土 ) 17:30 開始（2 時間半程度を予定）
 ※17:15 開場：レストラン入口にて受付いたします。

■会費：１名様 16,500 円（税込）
■武相荘当日フリーパス（入場券）付
イベントチケットご購入で、武相荘ミュージアムもご観覧いただけます。（通常別途有料）
武相荘でのひと時をごゆるりとお楽しみください。※ミュージアム観覧はイベント開始前
のお時間をご予定ください。チケット売場にてイベント参加者である旨お伝えください。

■お申し込み：武相荘ウェブサイトhttps://buaiso.comより 旧白洲邸

造り手とともに日本酒を味わう
     旧白洲邸武相荘 × 酒舗まさるや「蔵の会」第三回

旧白洲邸武相荘1月のイベント

山岳信仰の聖地「白山」の麓で醸される「本物の酒」

加賀の菊酒 菊姫

黒吟（写真左）
圧力を加えず自然に滴り落ちる酒を瓶に詰め、そ
れを理想的な状態でゆっくりと低温熟成。
菊姫が「良し」と判断した時に初めて出荷される
吟醸酒。

菊姫の蔵（石川県白山市）

気に入っていただけるかどうか、
 はっきり分かれる酒であると言えます。

̶̶冊子「菊姫乃記」結びの言葉より

今回の造り手は、四百年以上も昔、安土桃山時代に創業し、以来加賀で伝統の
酒造りを続けておられる『菊姫』です。
手法の多様化した現代においても代々受け継いだ酒造りの道を決して踏み外さ
ず、「本物の酒」を追求し続ける硬派の酒蔵。原料米、そして大幅に時間のか
かる自家製米へのこだわり。管理の難しい山廃仕込みを選び、雪をたくわえた
山々からの伏流水の恵に預かり、日々最上の酒造りを目指されています。
しかし中でも興味深いのは、吟醸酒に限り、全ての酒にアルコール添加をして
いるということ。そこには菊姫が独自に考えるという“吟味（ぎんあじ）”とい
うものへの強いこだわりがあるようです。
今回も、蔵人に直接お話を伺いながらお酒をじっくり味わっていただきます。
吟味とはどんなものなのでしょう？　最上の「黒吟」「大吟醸」をはじめ数種
のお酒を順に味わいつつ、ぜひご自身でお確かめください。


